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Abstract
Since “Five Proposals and Specific Measures for Developing Proficiency in English for International Commu
nication”（The Commission on the Development of Foreign Language Proficiency, 2011）was announced in
2011, Japanese Ministry of Education, Culture, Sport, Science and Technology（MEXT）has attempted to pro-
mote higher-levels of English proficiency of students in urging senior and junior high school English teachers to
set up learning attainment targets in the form of ‘CAN-DO lists’. This study examines Japanese English teachers’
beliefs and classroom practices regarding the learning attainment targets through a questionnaire of 116 English
teachers. The results show that there are discrepancies between teachers' beliefs and practices in the following
statements: in order to set up attainment targets a certain consensus is needed among English teachers; it is nec-
essary to set up attainment targets that students can accomplish in English; attainment targets should be set up
for the four basic language skills. Some suggestions of this study for the current innovation in Japan's English




















































































































































































































































5 4 3 2 1 M SD
A1授業や単元（題材）ごとに目標を設定すべきである 63 28 8 1 0 4.5 0.68
A2授業の初めに本時の目標を生徒に伝えるべきである 58 27 12 3 0 4.4 0.83
A3生徒につけさせたい力について，英語科内で共通理解を図るべきである 53 34 12 1 1 4.4 0.83
A4語彙や文法の理解よりも「～できる」ということを目標にすべきである 19 48 30 2 1 3.8 0.80
A5授業や単元（題材）ごとに，4技能のバランスを考えた目標を設定すべきである 24 40 28 7 2 3.8 0.80
A6授業の終末で本時の目標が達成できたかどうかを確かめる場面を設定すべきである 30 50 16 3 0 4.1 0.78
A7単元ごとの具体的な目標を教科書出版社が示すべきである。 9 32 45 9 4 3.3 0.78


































































5 4 3 2 1 M SD
B1毎日の授業や単元ごとに，目標を設定している。 19 44 26 9 2 3.7 0.95
B24技能のバランスを考えた目標を設定している。 4 32 40 20 4 3.1 0.92
B3語彙・文法の定着をもっとも大切な目標の一つにしている。 9 26 46 17 2 3.2 0.92
B4「英語を用いて何ができるか」を実現する活動（タスク）を授業に取り入れている 10 44 28 13 5 3.4 0.91
B5授業の初めに，本時の目標を生徒に示している 26 30 22 14 8 3.5 0.91
B6毎日の授業や単元ごとに，「英語を用いて～ができる」という目標を設定している 5 29 29 25 11 2.9 1.01
B7授業の終わりに，目標が達成されたかを確認している 1 16 43 34 7 2.7 1.01
B8英語科内で，生徒にどのような力をつけるかについて話し合いを行っている 5 18 30 28 19 2.6 1.23
B9教科書を終わらせることが目標になっている 7 27 28 27 12 2.9 1.23
B10外部模試や中教研などで良い結果を取らせることが目標になっている。 3 24 34 22 18 2.7 1.10















































5 4 3 2 1 M SD
A1授業や単元（題材）ごとに目標を設定すべきである
中学 67 29 3 0 0 4.6 0.55
高校 59 28 12 2 0 4.4 0.77
A2授業の初めに本時の目標を生徒に伝えるべきである
中学 69 22 7 2 0 4.6 0.70
高校 47 31 17 5 0 4.2 0.91
A3生徒につけさせたい力について，英語科内で共通理解を図るべきである
中学 48 40 9 2 2 4.3 0.84
高校 57 28 16 0 0 4.4 0.75
A4語彙や文法の理解よりも「～できる」ということを目標にすべきである
中学 22 45 31 0 2 3.9 0.83
高校 16 52 29 3 0 3.8 0.74
A5授業や単元ごとに，４技能のバランスを考えた目標を設定すべきである
中学 24 41 31 3 0 3.9 0.83
高校 24 38 24 10 3 3.7 1.06
A6授業終末で目標が達成できたかどうかを確かめる場面を設定すべきである
中学 36 47 16 2 0 4.2 0.75
高校 24 53 17 5 0 4.0 0.79
A7単元ごとの具体的な目標を教科書出版社が示すべきである
中学 10 36 43 9 2 3.4 0.86
高校 9 28 47 10 7 3.2 0.99
A8文部科学省が各学年の到達目標を4技能別に示すべきである
中学 26 41 21 7 5 3.8 1.08









































































質問項目 M SD t df p d
A1「授業（単元）ごとに目標設定」
中学 4.6 0.55








































5 4 3 2 1 M SD
B1毎日の授業や単元ごとに，目標を設定している
中学 29 48 22 0 0 4.1 0.72
高校 9 40 29 19 3 3.3 0.99
B24技能のバランスを考えた目標を設定している
中学 7 38 43 10 2 3.4 0.83
高校 2 26 36 29 7 2.9 0.94
B3語彙・文法の定着をもっとも大切な目標の一つにしている
中学 17 24 41 16 2 3.4 1.01
高校 2 28 50 19 2 3.1 0.78
B4「英語を用いて何ができるか」を実現するタスクを授業に取り入れている
中学 14 48 26 9 3 3.6 0.95
高校 7 40 29 17 7 3.2 1.04
B5授業の初めに，本時の目標を生徒に示している
中学 47 34 16 3 0 4.2 0.84
高校 5 26 29 24 16 2.8 1.15
B6授業や単元ごとに，「英語を用いて～ができる」という目標を設定している
中学 9 45 26 16 5 3.4 1.02
高校 2 14 33 34 17 2.5 1.00
B7授業の終わりに，目標が達成されたかを確認している
中学 2 28 52 17 2 3.1 0.77
高校 0 3 34 50 12 2.3 0.73
B8英語科内で，生徒にどのような力をつけるかについて話し合いを行っている
中学 0 12 40 28 21 2.4 0.96
高校 10 24 21 28 17 2.8 1.27
B9教科書を終わらせることが目標になっている
中学 7 28 29 21 16 2.9 1.18
高校 7 26 26 33 9 2.9 1.10
B10外部模試や中教研などで良い結果を取らせることが目標になっている
中学 2 19 43 19 17 2.7 1.03
高校 3 29 24 24 19 2.7 1.18
B11CAN-DO評価（CAN-DOリスト）を理解している
中学 2 26 29 28 16 2.7 1.08
高校 5 16 31 36 12 2.7 1.05
表6．学習到達目標について中高別英語教師の実践の差のt検定結果（N=116）
質問項目 M SD t df p d
B1「授業（単元）ごとに目標設定」
中学 4.1 0.72
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